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◆
図
書
館
の
貸
出
利
用
状
況

　

平
成
26
年
度
の
本
の
貸
出
利

用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

男
女
比
で
は
、
男
性
が
31
％
、

女
性
が
67
％
で
、
圧
倒
的
に
女

性
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
年
代
別
で
は
、
60
歳

代
が
23
％
、
次
い
で
小
学
生
の

利
用
が
18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
利
用
が
少
な
い
の
は
、

中
学
生
～
大
学
生
の
年
代
（
１

～
２
％
）
で
、
利
用
増
加
を
図

る
た
め
に
も
蔵
書
の
整
備
を
行

い
、
毎
日
行
き
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
的
な
図
書
館
づ
く
り
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
貸
し
出
し
の
多
い
本

の
分
野
に
つ
い
て
は
、
成
人
の

利
用
で
、
小
説
等
の
文
学
作
品
、

次
い
で
絵
本
が
多
く
貸
し
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
絵
本
は
、
子
育

て
中
の
30
代
女
性
の
利
用
が
多

く
、
子
育
て
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
就

学
前
の
絵
本
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
園
、

学
校
等
に
お
け
る
読
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
躍
で
、
絵
本
の
貸

し
出
し
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
利
用
で
多
い
の
は
文

学
作
品
で
、
次
い
で
絵
本
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
授
業
で
使
う
団
体
貸

し
出
し
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
（
よ
く
読

ま
れ
た
本
）

一
般
図
書

１
位
虚
ろ
な
十
字
架
（
東
野
圭

吾
）
２
位
日
本
橋
本
石
町
や
さ

ぐ
れ
長
屋
（
宇
江
佐
真
理
）
３
位

そ
の
鏡
は
嘘
を
つ
く
（
薬
丸
岳
）

児
童
図
書

１
位
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
つ
か
ま

る
！
（
原
ゆ
た
か
）
２
位
竜
巻
サ

バ
イ
バ
ル
（
リ
メ
）
３
位
名
探
偵

コ
ナ
ン
理
科
フ
ァ
イ
ル
も
の
と

燃
焼
の
秘
密
（
青
山
剛
昌
）

絵
本

１
位
妖
怪
交
通
安
全
（
広
瀬
克

也
）
２
位
あ
ー
あ
ー（
三
浦
太
郎
）

３
位
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
と
モ
ン
ブ
ラ

ン
ば
あ
ば
（
な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
）

◆
臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

本
館
＝
３
月
３
日
（
火
）
～

５
日
（
木
）

香
北
分
館
＝
３
月
２
日
（
月
）

物
部
分
館
＝
３
月
６
日
（
金
）

市
立
図
書
館

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ

世界の美しい図書館

パイインターナショナル　刊

知の遺産である図書館巡

りはいかがですか。遺跡

～現代の名建築が載った

写真集。大学生が設計し

た本の箱や、映画に登場

する図書館もあります。

鹿の王（上・下）

上橋菜穂子 著

帝国から故郷を守り奴隷

になった元戦士。古王国

の血を引く天才医術師。

民を襲う疫病の謎と陰謀

に巻き込まれていく。幅

広い年代にお勧めの本。

旅はときどき奇妙な匂いがする

　　　　－アジア沈殿旅日記

宮田珠己　著

紀行エッセイストの著者

は足の痛みと仕事の悩み

から勝手気ままな旅へ。

個性的な中年男の迷路・

珍スポット嗜好の世界を

楽しみ、気分転換を！する図書館もあります。 楽しみ、気分

１、豊かな自然を守り、美しいふるさとを未来に届けましょう。

１、互いに思いやり、ささえあう、心安らぐまちにしましょう。

１、歴史に学び、伝統を守り、高め、文化の香りあふれるまちにしましょう。

１、子どもたちの笑い声は宝物、みんなで見守り育てましょう。

１、感謝の気持ちを大切に、元気で働き、仲よく住みよいまちにしましょう。

香美市民憲章 
　私たちの香美市は、美しく、豊かな自然に育まれています。

　先人が築き上げた尊い文化や伝統を受け継ぎ、人々が愛と勇気を心に持ち、

誰もが幸せを感じられるまちを目指し、ここに市民憲章を定めます。
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新
年
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を
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守
る
ご
と
く 
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俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
８

【
短 

歌
】
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選

FAX

しこう
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